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(57)【要約】
【課題】　改造を最小限に抑え、殆どシステムを停止さ
せずに新設群管理装置を更新する。
【解決手段】　既設群管理装置１と複数の号機主制御装
置２Ａ～２Ｄとが少なくとも伝送ライン３１～３３で接
続され、常時は既設群管理装置１が、伝送ライン３１を
通して各階ホール状態及び各号機状態を要求するセレク
ト情報を送信し、前記伝送ライン３２を通して前記各号
機主制御装置２Ａ～２Ｄ及びホール呼び用インターフェ
ース１３から送られてくる交通情報を取り込んで記憶す
る既設群管理制御システム（１，２Ａ～２Ｄ）と、前記
伝送ライン３１，３２を伝送するセレクト情報及び交通
情報を横取りし、当該交通情報から各階ホール呼び有り
と判断したとき、サービス号機の割当てを決定し、前記
伝送ライン３３を通して該当号機主制御装置２Ａ～２Ｄ
へ送信する新設群管理装置５とを備えたエレベータの群
管理リニューアルシステムである。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　既設群管理装置と複数の号機主制御装置とが伝送ラインで接続されている既設群管理制
御システムと、前記伝送ラインに並列に接続され、当該伝送ラインを伝送する情報を横取
りし、当該情報から各階ホール呼び有りと判断したとき、サービス号機の割当てを決定す
る新設群管理装置とを備えることを特徴とするエレベータの群管理リニューアルシステム
。
【請求項２】
　既設群管理装置と複数の号機主制御装置とが少なくともセレクト伝送ライン、交通情報
伝送ライン及び割当て情報伝送ラインで接続され、常時は前記既設群管理装置が、前記セ
レクト伝送ラインを通して各階ホール状態及び各号機状態を要求するセレクト情報を送信
し、前記交通情報伝送ラインを通して前記各号機主制御装置及びホール呼び用インターフ
ェースから送られてくる交通情報を取り込んで記憶する既設群管理制御システムと、
　前記セレクト伝送ライン及び前記交通情報伝送ラインを伝送する前記セレクト情報及び
前記交通情報を横取りし、当該交通情報から各階ホール呼び有りと判断したとき、サービ
ス号機の割当てを決定し、前記割当て情報伝送ラインを通して該当号機主制御装置へ送信
する新設群管理装置と
　を備えたことを特徴とするエレベータの群管理リニューアルシステム。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載のエレベータの群管理リニューアルシステムにおいて、
　前記新設群管理装置は、前記セレクト伝送ラインを伝送する前記セレクト情報をトリガ
ーとし、順次当該セレクト情報及び前記交通情報を横取りし、当該交通情報から得られる
ホール状態情報及び前記各号機状態情報を割り込みにより記憶する割り込み処理手段と、
この割り込みによって記憶されたホール状態情報から各階ホール呼び有りと判断したとき
、前記各状態情報のもとに各号機の評価値を計算してサービス号機の割当てを決定し、前
記割当て情報伝送ラインを通して割当て情報を割当て号機の主制御装置へ送信する割当て
処理手段とを設けたことをエレベータの群管理リニューアルシステム。
【請求項４】
　請求項１ないし請求項３の何れか一項に記載のエレベータの群管理リニューアルシステ
ムにおいて、
　前記既設群管理装置と前記新設群管理装置とを選択する選択手段を付加し、
　前記既設群管理装置は、前記選択手段の選択設定内容から前記新設群管理装置が選択さ
れていると判断したとき、前記セレクト伝送ラインを通して前記各階ホール状態及び前記
各号機状態を要求する前記セレクト情報を送信し、前記交通情報伝送ラインを通して前記
各号機主制御装置及びホール呼び用インターフェースから送られてくる交通情報を取り込
んで記憶し、
　前記既設群管理装置は、前記選択手段の選択設定内容から当該既設群管理装置が選択さ
れていると判断したとき、前記セレクト伝送ラインを通して前記各階ホール状態及び前記
各号機状態を要求する前記セレクト情報を送信し、前記交通情報伝送ラインを通して前記
各主制御装置及びホール呼び用インターフェースから送られてくる交通情報を取り込み、
当該交通情報から各階ホール呼び有りと判断したとき、サービス号機の割当てを決定し、
前記割当て情報伝送ラインを通して割当て情報を割当て号機の主制御装置へ送信し、前記
新設群管理装置のバックアップを実施することを特徴とするエレベータの群管理リニュー
アルシステム。
【請求項５】
　前記請求項４に記載のエレベータの群管理リニューアルシステムにおいて、
　前記選択手段で前記既設群管理装置を選択する条件は、少なくとも前記新設群管理装置
の新設工事中及び当該新設群管理装置がダウンしたことを条件とし、前記新設群管理装置
のバックアップをするために選択設定することを特徴とするエレベータの群管理リニュー
アルシステム。
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【請求項６】
　請求項４又は請求項５に記載のエレベータの群管理リニューアルシステムにおいて、
　前記選択手段は、前記請求項５に記載する条件のもとに予め人為的又は自動的に選択設
定されることを特徴とするエレベータの群管理リニューアルシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施の形態は、エレベータの群管理リニューアルシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　我が国においては、昭和４０年代から超高層ビルの建設が始まり、そのビル建設に合わ
せて複数のエレベータの群管理制御が行われるようになった。エレベータの群管理制御は
、交通需要のピーク時には輸送能力の向上、非ピーク時にはサービスの平均化を図ること
を目的とし、技術の革新にあわせて、その時代時代で最新の群管理制御システムが納入さ
れてきた。すなわち、群管理制御システムは、ゾーン分割方式や出発間隔制御方式から割
り当て方式へ移行し、さらに学習制御、ファジィ推論制御、ニューロ制御などがエレベー
タの群管理制御に応用されてきた。
【０００３】
　また、群管理制御システムの高度化には、群管理装置（群管理盤）に使用されるマイコ
ン性能（処理スピードやメモリ容量の増大など）の向上も大きく後押ししてきた背景があ
る。
【０００４】
　ところで、エレベータの群管理制御は、各エレベータの運行状況及び交通需要状況など
を収集し、各かごからのかご呼びやエレベータの割り付けなどの状況を考慮し、新たに発
生するホール呼びに対してサービスエレベータを決定することにある。
【０００５】
　そのため、群管理装置は、複数のエレベータの運行状況や交通需要状況を把握するため
に多数の情報が集中し、さらに各エレベータ対応の主制御装置（主制御盤）との間で円滑
な連係を確保する観点から、複雑な構成となっている。
【０００６】
　そこで、群管理制御システムにおける群管理装置の更新（群管理リニューアル）に関し
ては、初期の群管理制御に使用されている各エレベータの主制御装置がリレーシーケンス
やロジック回路等で構成されていることから、群管理装置だけを新設群管理装置にリニュ
ーアルするだけでなく、各既設エレベータに対応する主制御装置も同時に改造する必要が
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－０７００８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って、従来の群管理制御システムにおける群管理装置の更新時、当該群管理装置と各
既設エレベータに対応する各主制御装置も同時に改造することから、その改造の実行には
多大の労力と時間が必要となる。
【０００９】
　その結果、現状においては、群管理装置だけを更新せずに群管理装置と各主制御装置と
を合わせて全装置を撤去し、その後、新しい群管理装置と各主制御装置とを納入するのが
一般的である。
【００１０】
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　よって、群管理制御システムのリニューアル工事実施期間中、複数台のエレベータごと
または全台数分のエレベータのサービスを停止する必要が生じ、群管理制御システムのリ
ニューアルの大きな制約となっている。
【００１１】
　そこで、本エレベータの群管理リニューアルシステムは、既設システムの群管理制御に
関連する伝送信号を横取りし、現地の改造を最小限に抑えつつ、システムを殆ど停止させ
ずに新設群管理装置を設置することにより、群管理のリニューアルを提供する。また、既
設群管理装置を停止することなく、新設群管理装置へのリニューアルを実現することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を解決するために、発明の実施形態によれば、既設群管理装置と複数の号機主
制御装置とが少なくともセレクト伝送ライン、交通情報伝送ライン及び割当て情報伝送ラ
インで接続され、常時は前記既設群管理装置が、前記セレクト伝送ラインを通して各階ホ
ール状態及び各号機状態を要求するセレクト情報を送信し、前記交通情報伝送ラインを通
して前記各号機主制御装置及びホール呼び用インターフェースから送られてくる交通情報
を取り込んで記憶する既設群管理制御システムと、前記セレクト伝送ライン及び前記交通
情報伝送ラインを伝送する前記セレクト情報及び前記交通情報を横取りし、当該交通情報
から各階ホール呼び有りと判断したとき、サービス号機の割当てを決定し、前記割当て情
報伝送ラインを通して該当号機主制御装置へ送信する新設群管理装置とを備えたエレベー
タの群管理リニューアルシステムである。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】実施形態に係るエレベータの群管理リニューアルシステムに適用する従来の代表
的な群管理制御システムの概略構成図。
【図２】ＨＣＴ（ホール状態情報テーブル）のデータ配列例を示す図。
【図３】ＣＣＴ（かご状態情報テーブル）のデータ配列例を示す図。
【図４】図２及び図３に示すセレクトコードを２進数に変換して得られるセレクト情報の
一例図。
【図５】各ホール呼び等に対して特定のサービス号機に割当てられときの割当て情報の一
例図。
【図６】従来の代表的な群管理制御システムにおける既設群管理装置のホール呼びに対す
る号機割当ての処理手順を説明するフロー図。
【図７】モードの判定を説明する図。
【図８】本エレベータの群管理リニューアルシステムの一実施形態を示す構成図。
【図９】本エレベータの群管理リニューアルシステムに適用された既設群管理装置の処理
動作を説明するフロー図。
【図１０】新たに追加された新設群管理装置の処理動作を説明するフロー図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、実施形態に係るエレベータの群管理リニューアルシステムを説明するに先立ち、
従来の代表的な群管理制御システムの概略構成について、図１を参照して説明する。
【００１５】
　この群管理制御システムは、既設の群管理装置（群管理盤）１と、例えば４台（Ａ～Ｄ
号機）に対応する主制御装置（主制御盤）２Ａ～２Ｄと、ホール呼びボタン３とを含む構
成である。
【００１６】
　群管理装置１は、所要とする情報を入出力する入出力インターフェース１１，１２，１
３、所定の群管理制御プログラムを格納するプログラムメモリ１４、群管理制御部１５及
び記憶装置１６を備えている。
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【００１７】
　各入出力インターフェース１１，１２，１３を構成するＧＯ１～ＧＯ３は出力基板、Ｇ
Ｉ１，ＧＩ２は入力基板を示す。
【００１８】
　群管理制御部１５は、プログラムメモリ１４に格納される所定の群管理制御プログラム
に従って各主制御装置２Ａ～２Ｄから既に受け取っている交通情報などに基づき、ホール
呼びに対してサービス号機を割り付け決定する機能を有する。
【００１９】
　記憶装置１６には、少なくとも各主制御装置２Ａ～２Ｄから送られてくる交通情報を記
憶する他、図２に示すＨＣＴ（ホール状態情報テーブル）１６ａ及び図３に示すＣＣＴ（
かご状態情報テーブル）１６ｂが設けられている。
【００２０】
　各Ａ～Ｄ号機に対応する主制御装置（主制御盤）２Ａ～２Ｄは、それぞれ各号機毎の入
出力インターフェース２１Ａ，２１Ｂ，２１Ｃ，２１Ｄ、各号機毎の割当て呼び記憶部２
２Ａ，２２Ｂ，２２Ｃ，２２Ｄ及び各号機毎の運行制御部２３Ａ，２３Ｂ，２３Ｃ，２３
Ｄを含む構成である。
【００２１】
　各入出力インターフェース２１Ａ，２１Ｂ，２１Ｃ，２１Ｄを構成するＩＮ１（Ａ）～
ＩＮ１（Ｄ）、ＩＮ２（Ａ）～ＩＮ２（Ｄ）は入力基板、ＯＵＴ１（Ａ）～ＯＵＴ１（Ｄ
）は出力基板を示す。
【００２２】
　各号機毎の割当て呼び記憶部２２Ａ，２２Ｂ，２２Ｃ，２２は、群管理制御部１５によ
って割り付け決定された割当て情報がＡ号機宛てのものであるとき、入力基板ＩＮ２（Ａ
）を介して取り込んで記憶する。
【００２３】
　各号機毎の運行制御部２３Ａ，２３Ｂ，２３Ｃ，２３Ｄは、かご呼び登録及び各号機毎
の割当て呼び記憶部２２Ａ，２２Ｂ，２２Ｃ，２２に記憶された割当て情報に従い、該当
号機エレベータ（図示せず）の運行制御を司るとともに、セレクト情報に応じて運行状況
（運行速度、上昇・下降等）及び交通需要（乗車人数＝荷重信号等）に関する交通情報を
取り込んで出力基板ＯＵＴ１（Ａ）～ＯＵＴ１（Ｄ）から出力する。
【００２４】
　ホール呼びボタン３は、各階ホールに取り付けられ、最下階及び最上階を除いて何れの
各階ホールにアップ（Ｕ）用とダウン（Ｄ）用とが設けられている。なお、最下階にはア
ップ（Ｕ）用のみ、最上階にはダウン（Ｄ）用のみのホール呼びボタン３が設けられてい
る。
【００２５】
　３１は群管理装置１側から主制御装置２Ａ～２Ｄの入力基板ＩＮ１（Ａ）～ＩＮ１（Ｄ
）及び群管理装置１の入力基板ＧＩ２等へ必要な情報を要求するためのセレクト情報を伝
送するセレクト伝送ライン、３２は各Ａ～Ｄ号機の主制御装置２Ａ～２Ｄ等からセレクト
情報に対して返答する交通情報等を伝送する交通情報伝送ライン、３３は群管理装置１が
ホール呼びを受けて各Ａ～Ｄ号機の割当て情報を主制御装置２Ａ～２Ｄの入力基板ＩＮ２
（Ａ）～ＩＮ２（Ｄ）に伝送する割当て情報伝送ラインである。
【００２６】
　従来の代表的な群管理制御システムの作用について。　
　図１に示す群管理制御システムの作用について概略的に説明する。
【００２７】
　群管理装置１の群管理制御部１５は、出力基板ＧＯ１から所定の順序に従って順次セレ
クト伝送ライン３１を介して各号機対応の主制御装置２Ａ～２Ｄの入力基板ＩＮ１（Ａ）
～ＩＮ１（Ｄ）及びインターフェース１３の入力基板ＧＩ２に対し、各Ａ～Ｄ号機の交通
情報及びホール呼びの情報を要求するためのセレクト情報を送出する。
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【００２８】
　このセレクト情報はＨＣＴ１６ａ，ＣＣＴ１６ｂのセレクトコードを２進数に変換して
出力（図４）するものであって、これらセレクトコードと要求する号機及び要求情報との
対応は図２，図３に示すように１対１で対応している。
【００２９】
　すなわち、図２のＨＣＴ１６ａは、その図示左側には各階ホール呼びに対応するセレク
トコードの一覧、図示右側には０～１１ビット項目からなる入力テーブル１６ａａが配置
されている。入力テーブル１６ａａの０～３の各ビット項目にはＡ～Ｄ号機のかご呼びが
発生しているか、あるいは割り付け呼びが有ったとき、「１」が設定され、何れも無けれ
ば「０」が設定される。入力テーブル１６ａａの１１ビット項目にはホール呼びが有れば
「１」、無ければ「０」、１０ビット項目にはホール呼びに対する割り付けが有ったとき
には「１」、割り付け無しときには「０」が設定される。
【００３０】
　一方、図３に示すＣＣＴ１６ｂは、その図示左側にはかごの各Ａ～Ｄ号機に対応するセ
レクトコードの一覧、図示右側には０～１１ビット項目からなる入力テーブル１６ｂａが
配置されている。入力テーブル１６ｂａには各Ａ～Ｄ号機の運行状態情報が格納される。
すなわち、入力テーブル１６ｂａの各ビット項目には当該テーブル下段に記載されるかご
の状態情報が入力される。
【００３１】
　すなわち、群管理装置１の群管理制御部１５は、ＨＣＴ１６ａ，ＣＣＴ１６ｂに掲げる
各セレクトコードを順次図４に示すセレクト情報（２進数）に変換し、セレクト伝送ライ
ン３１を通して伝送する。例えばセレクトコードがＸ‘０００’であれば、１０Ｄのホー
ル呼びの状態を要求するものであって、２進数に変換すれば図４に示すように、００００
００００００００となり、また、例えばセレクトコードがＸ‘０１５’であれば、Ｄ号機
に関する情報を要求するものであって、２進数に変換すれば０００００００１０１０１と
なる。
【００３２】
　群管理制御部１５は、セレクトコードがＸ‘０００’～ Ｘ‘０１５’までセレクト伝
送ライン３１を通して順次出力し、各Ａ～Ｄ号機及びホール呼びの情報を要求する。この
とき、各Ａ～Ｄ号機の主制御装置２Ａ～２Ｄの入力基板ＩＮ１（Ａ）～ＩＮ１（Ｄ）及び
群管理装置１の入力基板ＧＩ２は、セレクト情報が自己宛てと判断すると、要求内容に応
じた情報を取り込み、出力基板ＯＵＴ１（Ａ）～ＯＵＴ１（Ｄ）、ＧＯ３から交通情報と
して交通情報伝送ライン３２を通して群管理装置１の入力基板ＧＩ１に送信する。
【００３３】
　ここで、群管理制御部１５は、入力基板ＧＩ１を通して必要な交通情報を受信すると、
入力テーブル１６ａａ及び入力テーブル１６ｂａに順次に書き込んでいく。
【００３４】
　ところで、群管理装置１の群管理制御部１５は、前述したセレクトコードに対応して出
力基板ＧＯ３及び入力基板ＧＩ１を通して何れの階からのホール呼びを取り込んでいる。
その後、群管理制御部１５は、当該ホール呼びが発生する毎にプログラムメモリ１４に格
納されている群管理制御プログラムに従ってサービス号機を決定する。
【００３５】
　この決定されたエレベータ号機の情報はコード化され、群管理装置１の出力基板ＧＯ２
から割当て情報として出力される。例えば、「Ａ号機を１０階ダウンＤのホール呼びに割
当てる」とすると、図５に示すように２進数でコード化され、各主制御装置２Ａ～２Ｄの
入力基板ＩＮ（Ａ）～ＩＮ（Ｄ）に送られる。
【００３６】
　ここで、入力基板ＩＮ（Ａ）が自己Ａ号機に対する割当てと判定し、その割当て情報の
コードをデコードした後、割当て呼び記憶部２２Ａに格納する。そこで、運行制御部２３
Ａは、割当て呼び記憶部２２Ａに格納された１０階ダウンＤのホール呼びに向けて運行制
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御を実施する。
【００３７】
（１）　従来の代表的な群管理制御システムのサービス号機の割当て処理について（図６
参照）。
【００３８】
　従来の代表的な群管理制御システムにおけるサービス号機の割当てに関する群管理制御
プログラムの処理手順について、図６を参照して説明する。
【００３９】
　群管理制御部１５は、群管理制御プログラムの処理手順に従い、必要なデータの確保及
び不要データの削除を含む初期化処理を実施した後（Ｓ１）、RSPポイントを通って図３
のＣＣＴ１６ｂに記憶される全台数分となるＡ～Ｄ号機に関する情報を読み取り（Ｓ２）
、例えば記憶装置１６の適宜な領域に記憶する。
【００４０】
　しかる後、ホールインデックス（スキャンＮＯ）ｉ＝０をセットした後、ＨＣＴ１６ａ
への書き込み情報に基づいて仕分けされる。ＨＣＴ１６ａの入力テーブル１６ａａには、
１０階ダウンＤ呼び（ｉ＝０）から９階アップＵ呼び（ｉ＝１７）まで順序立った状態で
状態情報が記憶されている。例えば、入力テーブル１６ａａの１１ビット項目には１０階
ダウンＤ呼びがあれば、ホール呼び有り「１」が設定され、当該１０階ダウンＤ呼びに対
して割当てがあれば、１０ビット項目に「１」が設定され、何れも無ければ「０」が設定
される。つまり、群管理制御部１５は、入力テーブル１６ａａの１０－１１ビットの２ビ
ットから図７に示す４モードの何れのモードとなっているかモード判定する（Ｓ４）。
【００４１】
　ここで、ホール呼び及び割当て呼びが無ければ、１０－１１ビット項目の２ビットが０
０となっているので、００モードと判定する（Ｓ５）。００モードと判定されれば、PASS
ポイントにて、ｉ＝ｉ＋１をインクリメントし（Ｓ６）、全階床（ｉ＝１７）まで終了し
たか判断する（Ｓ７）。未だ終了していない場合にはMODEポイントを経て、次のｉ＝ｉ＋
１についてモード判定を行う（Ｓ４）。
【００４２】
　ところで、ｉ＝０において、１０階ダウンＤ呼びが有るが、未だ１０階ダウンＤ呼びに
対して割当てがされていないとき、入力テーブル１６ａａの１０－１１ビット項目の２ビ
ットが０１となっているので、０１モードと判定する（Ｓ８）。
【００４３】
　そこで、群管理制御部１５は、群管理制御プログラムに従って割当て処理を実行する（
Ｓ９～Ｓ１１）。すなわち、群管理制御部１５は、ホール呼びｉ＝０に対して、そのホー
ル呼びに対応させるために号機の台数ｃｉ＝０を設定し（Ｓ９）、該当号機の評価値を計
算し、順次全号機に対する評価値を計算する（Ｓ１０～Ｓ１２）。
【００４４】
　ここで、評価値の評価関数（評価項目）としては、種々考えられるが、例えば各号機の
応答予測時間、各号機のかご内荷重（例えば上昇・下降時の効率運転）、長待ち呼びの有
無（長待ち時間の短縮）等が挙げられる。
【００４５】
　そして、全号機に関する評価値からホール呼びｉ＝０に対して最適な評価値と判断され
たサービス号機（例えばＡ号機）を決定し、図２に示すようにＡ号機に対応する０ビット
項目と１０ビット項目にそれぞれ「１」を設定する。すなわち、１０－１１ビット項目の
２ビットが１１モードに設定される（Ｓ１３）。
【００４６】
　引き続き、群管理制御部１５は、１０階ダウンＤ呼びに対してＡ号機をサービス号機と
して割り付けられたので、出力基板ＧＯ２から図５に示す２進数のコードからなる割当て
情報を出力し、各Ａ～Ｄ号機の主制御装置２Ａ～２Ｄの入力基板ＩＮ（Ａ）～ＩＮ（Ｄ）
に送出する（Ｓ１４）。
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【００４７】
　ここで、Ａ号機の主制御装置２Ａの入力基板ＩＮ（Ａ）が受け取り、その割当て情報（
割当て呼び）のコードをデコードした後、割当て呼び記憶部２２Ａに記憶する。なお、割
当て情報（割当て呼び）は状況に応じて割付キャンセルが必要になるので、図５に示す０
～２ビット項目でコード化して意味をもたせている。すなわち、主制御装置２Ａ～２Ｄ側
のプログラムの処理に従って割当て情報（割当て呼び）をキャンセルする。
【００４８】
　群管理制御部１５は、割当て情報を出力した後、PASSポイントにて、ｉ＝ｉ＋１をイン
クリメントし（Ｓ６）、全階床（ｉ＝１７）まで繰り返し処理する（Ｓ７）。
【００４９】
　しかし、ステップＳ４でのｉ＝０～１７のモード判定において、既にホール呼びに対し
て最適とするサービス号機の割当てが決定されている場合、ＨＣＴ１６ａの１０－１１ビ
ット項目のデータから１１モードと判定し（Ｓ１５）、PASSポイントＳ６にてｉ＝ｉ＋１
の処理を行ってステップＳ７に移行する。
【００５０】
　さらに、ステップＳ４のモード判定に従って１０モードのときは（Ｓ１６）、ホール呼
び応答済みで割当て呼びが残っている状況なので、１０－１１ビット項目の２ビットを０
０モードに設定し（Ｓ１７）、ステップＳ６及びＳ７に移行する。
【００５１】
（２）　本実施形態に係るエレベータの群管理リニューアルシステムの構成について。
【００５２】
　本エレベータの群管理リニューアルシステムは、図８に示すように従来の群管理制御シ
ステムに新たにリニューアル用群管理装置（以下、新設群管理装置と呼ぶ）５を追加した
構成である。従って、図８において、図１と同一または等価な構成部分には同一符号を付
し、その重複する説明は省略する。
【００５３】
　新設群管理装置５は、インターフェース５１、５２、プログラムメモリ５３、新群管理
制御部５４及び記憶装置５５を含む構成である。
【００５４】
　インターフェース５１は少なくとも入力基板ＧＩ４及びＧＩ５が設けられている。これ
ら入力基板ＧＩ４及びＧＩ５には、図示点線で示すようにセレクト伝送ライン３１及び交
通情報伝送ライン３２に接続され、これら伝送ライン３１，３２上を伝送しているセレク
ト情報や交通情報を取り込む（横取りする）構成となっている。インターフェース５２は
少なくとも出力基板ＧＯ４が設けられ、当該出力基板ＧＯ４の出力側が図示点線で示すよ
うに割当て情報伝送ライン３３に接続される。
【００５５】
　プログラムメモリ５３には、新群管理制御用のプログラム（後記図１０参照）が格納さ
れる。
【００５６】
　記憶装置５５には、少なくとも図２，図３のＨＣＴ１６ａ及びＣＣＴ１６ｂに相当する
ＨＣＴ５５ａ及びＣＣＴ５５ｂが設けられている。
【００５７】
　新群管理制御部５４は、セレクト情報の出力をトリガとして交通情報を横取りしてＨＣ
Ｔ１６ａ及びＣＣＴ１６ｂを作成するとともに、ＣＣＴ１６ｂに反映させた結果を新管理
制御プログラムに割り込みし、ホール呼びに対して図６と同様な割当て処理を実施し、新
割当て情報を出力基板ＧＯ４から出力する。
【００５８】
　さらに、群管理制御システムは、各群管理制御部１５，５４の入力ラインには例えば新
設群管理装置５の工事期間中（予め新・旧の何れかに設定）や新設群管理装置５のダウン
時に自動的に群管理装置１にバックアップさせるように切替る例えばスイッチなどの選択
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手段６が設けられている。この選択手段６は、予め定める所定の条件ときに群管理制御部
１５，５４の何れかを実行させるかを選択する機能を有する。
【００５９】
（３）　従来の群管理装置１による工事期間中又はバックアップ処理について（図９参照
）。
【００６０】
　群管理装置１の群管理制御部１５は、新たにプログラムメモリ１４に格納されるバック
アップ処理用プログラムの処理動作が開始すると、初期化処理を実施した後（Ｓ２１）、
選択手段６が既・新何れの群管理装置１又は５を選択しているかを判断する（Ｓ２２）。
【００６１】
　このステップＳ２２による判断は、具体的には次の条件のもとに選択手段６が人為的ま
たは自動的に切替え設定される。
【００６２】
イ．群管理リニューアル工事期間中であって、新設群管理装置５の対応が終了しておらず
、従来の群管理装置１を運用する必要がある場合。
【００６３】
ロ．新設群管理装置５がダウンして従来の群管理装置１を運用する必要がある場合。この
場合には群管理制御システムとしては、バックアップの階層が増えたことになる。
【００６４】
　しかして、ステップＳ２２において、新設群管理装置５が選択されていると判断したと
き、NEW-RSPポイントを通ってステップＳ２３に移行するが、旧の群管理装置１が選択さ
れていると判断したとき、図６に示す処理ルーチンに移行する。図６の処理ルーチンにつ
いては重複説明のために省略する。
【００６５】
　群管理制御部１５は、前述のように新設群管理装置５が選択されていると判断したとき
（Ｓ２２）、図２及び図３に示す所定の順序に従ってセレクトコードを２進数に変換し、
セレクト情報としてセレクト伝送ライン３１に送出する（Ｓ２３）。各号機の主制御装置
２Ａ～２Ｄ及び入出力インターフェース１３は、自己宛てのセレクト情報を受け取ると、
それぞれ交通情報を送出するので、群管理制御部１５の入力基板ＧＩ１で取り込んで（Ｓ
２４）、群管理制御部１５に渡す。
【００６６】
　群管理制御部１５は、受け取った交通情報をＨＣＴ１６ａ及びＣＣＴ１６ｂに設定して
いく（Ｓ２５）。
【００６７】
　しかる後、群管理制御部１５は、全セレクトコードによるセレクト情報の送信が終了し
たか否かを判断し（Ｓ２６）、未だ終了していない場合には前回インデックスｉ（ｃｉを
含む）＋１インクリメントし（Ｓ２７）、次のセレクトコードを選択し、同様の処理を繰
り返し実行する（Ｓ２３～Ｓ２６）。
【００６８】
　ステップＳ２６において、全セレクトコードによるセレクト情報の送信が終了している
場合、最初のインデックスｉ＝０に戻り（Ｓ２８）、同様の処理を繰り返し実行する。
【００６９】
　従って、群管理装置１によるバックアップ処理は、図６と比較したとき、新設群管理装
置５が選択されているとき割当て（割り付け）処理機能が削除されているが、旧群管理装
置１が選択されているとき図６に従ってホール呼びに対する割当て（割り付け）処理機能
が実行される。
【００７０】
（４）　新設群管理装置５によるサービス号機の割当て処理について（図１０参照）。
【００７１】
　新設群管理装置５の新群管理制御部５４は、既設の群管理制御システムで相互に伝送さ
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れている伝送ライン３１，３２上の情報を横取りし、各階ホール呼び有りと判断したとき
サービス号機を決定する処理を行うものである。
【００７２】
　新群管理制御部５４は、新群管理制御用プログラムの処理手順に従い、初期化処理を実
施した後（Ｓ３１）、RSPポイントを通ってステップＳ３２に移行し、選択手段６の設定
状態から新旧何れの群管理装置１，５が選択されているか判断する（Ｓ３２）。
【００７３】
　ここで、新群管理制御部５４は、新設群管理装置５が選択されていると判断したとき、
図６のステップＳ３～Ｓ１７と同様なサービス号機の割当て処理Ｓ３３～Ｓ４７を実行す
るが、この号機割当て処理Ｓ３３～Ｓ４７と並行して割り込み処理を実施している。
【００７４】
　割り込み処理は、選択手段６の設定内容から新設群管理装置５が選択されていると判断
したとき（Ｓ５１）、既設の群管理装置１の群管理制御部１５側では、前述したように図
９のステップＳ２３にて出力基板ＧＯ１からセレクト情報をＡ～Ｄ号機の主制御装置２Ａ
～２Ｄ及びインターフェース１３に伝送している。
【００７５】
　そこで、新群管理制御部５４は、出力基板ＧＯ１から出力されるセレクト情報をトリガ
ーとして割り込みを行い、Ａ～Ｄ号機の主制御装置２Ａ～２Ｄ及びインターフェース１３
から出力される交通情報を取り込んで新群管理装置５５のＨＣＴ５５ａ及びＣＣＴ５５ｂ
に設定する（Ｓ５２）。
【００７６】
　その結果、ホールインデックス（スキャンＮＯ）ｉ＝０をセットした後（Ｓ３３）、モ
ード判定に入るとき（Ｓ３４）、既に設定されているＨＣＴ５５ａの１０－１１ビット項
目の２つのビットのデータからモード判定を行うことができる。
【００７７】
　すなわち、新群管理制御部５４は、ホール呼び及び割当て呼びが無ければ、ＨＣＴ５５
ａの１０－１１ビット項目の２ビットとも００となっているので、００モードと判定する
（Ｓ３５）。００モードと判定されれば、PASSポイントにて、ｉ＝ｉ＋１をインクリメン
トし（Ｓ３６）、何れも００モードと判定されれば、全階床（ｉ＝１７）まで繰り返し（
Ｓ３７）、ステップＳ３２に戻って同様の処理を繰り返す。
【００７８】
　ところで、ｉ＝０において、１０階ダウンＤ呼びが有るが、未だ１０階ダウンＤ呼びに
対して割当てがされていなければ、ＨＣＴ５５ａの１０－１１ビット項目の２ビットから
０１モードと判定する（Ｓ３８）。
【００７９】
　そこで、新群管理制御部５４は、新群管理制御プログラムに従って割当て処理を実行す
る（Ｓ３９～Ｓ４４）。すなわち、新群管理制御部５４は、ホール呼びｉ＝０に対して、
そのホール呼びに対応させるために号機の台数ｃｉ＝０を設定し（Ｓ３９）、該当号機の
評価値を計算し、順次全号機に対する評価値を計算する（Ｓ４０～Ｓ４２）。
【００８０】
　そして、全号機に関する評価値からホール呼びｉ＝０に対して最適な評価値と判断され
たサービス号機（例えばＡ号機）を決定し、図２に示すようにＡ号機に対応する０ビット
項目と１０ビット項目にそれぞれ「１」を設定する。すなわち、１０－１１ビット項目の
２ビットが１１モードに設定される（Ｓ４３）。
【００８１】
　引き続き、新群管理制御部５４は、ホール呼びｉ＝０に対して、Ａ号機をサービス号機
として割り付けたので、インターフェース５２の出力基板ＧＯ４から図５に示す２進数の
コードからなる割当て情報を出力し、各Ａ～Ｄ号機の主制御装置２Ａ～２Ｄの入力基板Ｉ
Ｎ（Ａ）～ＩＮ（Ｄ）に送出する（Ｓ４４）。
【００８２】
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　ここで、Ａ号機の主制御装置２Ａの入力基板ＩＮ（Ａ）が受け取り、その割当て情報（
割当て呼び）のコードをデコードした後、割当て呼び記憶部２２Ａに記憶する。
【００８３】
　新群管理制御部５４は、割当て情報を出力した後、PASSポイントにて、ｉ＝ｉ＋１をイ
ンクリメントし（Ｓ３６）、全階床（ｉ＝１７）まで繰り返し処理する（Ｓ３７）。
【００８４】
　しかし、ステップＳ３４でのｉ＝０～１７のモード判定において、既にホール呼びに対
して最適とするサービス号機の割当てが決定されている場合、ＨＣＴ５５ａの１０－１１
ビット項目のデータから１１モードと判定し（Ｓ４５）、PASSポイントＳ３６にてｉ＝ｉ
＋１の処理を行ってステップＳ３７に移行する。
【００８５】
　さらに、ステップＳ３４のモード判定に従って１０モードと判定したとき（Ｓ４６）、
ホール呼び応答済みで割当て呼びが残っている状況なので、１０－１１ビット項目の２ビ
ットを００モードに設定し（Ｓ４７）、ステップＳ３６及びＳ３７に移行する。
【００８６】
　すなわち、新設管理装置５の新群管理制御部５４は、群管理制御部１５にて生成し出力
されるセレクト情報をトリガーとし、各セレクト情報に対応付けて例えば主制御装置２Ａ
～２Ｄ及びインターフェース１３から発せられる交通情報を横取りし、ＨＣＴ５５ａ及び
ＣＣＴ５５ｂに割り込み設定し、各テーブル５５ａ，５５ｂを逐次更新していく。
【００８７】
　新群管理制御部５４は、テーブル更新のもとに、ＨＣＴ５５ａの１０－１１ビット項目
（２ビット）のデータからモードを判定し、ホール呼びとなっているとき，つまり０１モ
ードのとき、自ら割当て処理を実施し、サービス号機を決定していく。
【００８８】
　従って、以上のような実施形態によれば、既設の群管理装置１は、常時はセレクト伝送
ライン３１を通して各階ホール状態及び各号機状態を要求するセレクト情報を送信し、交
通情報伝送ライン３２を通して各号機主制御装置２Ａ～２Ｄ及びホール呼び用インターフ
ェース１３から送られてくる交通情報を取り込んで記憶するが、このとき、新設群管理装
置５は、セレクト伝送ライン３１及び交通情報伝送ライン３２を伝送するセレクト情報及
び交通情報を横取りし、当該交通情報から各階ホール呼び有りと判断したとき、サービス
号機の割当てを決定し、割当て情報伝送ライン３３ａ及び３３を通して該当号機主制御装
置へ送信するので、既設の群管理装置１をそのまま生かしつつ、当該既設群管理装置５が
送受中のセレクト情報及び交通情報を横取りし、サービス号機の割当てを決定するので、
新設群管理装置５の入出力インターフェースを前記伝送ライン３１～３３に接続するだけ
で新設群管理装置５を追加でき、ほとんどシステムを停止させずに新設群管理装置５を追
加するリニューアルを実施できる。
【００８９】
　また、本実施形態では、既設群管理装置１と新設群管理装置５を選択する選択手段６を
付加し、既設群管理装置１は、選択手段６が一定の条件のもと既設群管理装置１側を選択
設定しているとき、セレクト伝送ライン３１を通して各階ホール状態及び各号機状態を要
求するセレクト情報を送信し、各主制御装置２Ａ～２Ｄ及びホール呼び用インターフェー
ス１３から送られてくる交通情報を取り込み、これら交通情報から各階ホール呼び有りと
判断したとき、サービス号機の割当てを決定し、割当て情報伝送ライン３３を通して割当
て情報を割当て号機の主制御装置へ送信するので、既設の群管理装置１は、新設群管理装
置５が工事中やシステムダウンなどの一定条件時に当該新設群管理装置５を容易にバック
アップさせることができる。
【００９０】
（その他の実施形態）
（１）　上記実施形態では、４台のエレベータ号機を備えた群管理制御システムについて
説明したが、特に台数は限定されるものではなく、５台以上のエレベータ号機を備えたも
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【００９１】
（２）　上記実施形態では、図１に従来の代表的な群管理制御システムを例に挙げて説明
したが、既設の群管理制御システムには種々の構成、方式を採用したものが存在する。
【００９２】
　よって、本実施の形態に係るエレベータの群管理リニューアルシステムとしては、従来
周知の群管理制御システムにも容易に適用できることは言うまでもない。すなわち、既設
の群管理制御システム接続されるライン上を伝送する情報を横取りし、既設群管理装置１
に代わるように各号機主制御装置２Ａ～２Ｄを制御する処理プログラムを設ければ実現で
きる。
【００９３】
（３）　また、従来の群管理制御システムは、１２ビット単位で伝送する並列伝送で行わ
れているが、シリアル伝送方式を用いてデータを伝送する形態であってもよい。
【００９４】
（４）　上記実施形態は、一例として提示したものであり、発明の範囲を限定することは
意図していない。これら新規な実施形態は、その他の様々な形態で実施されることが可能
であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え、変更を行うことができ
る。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれるとともに、特許請求の範
囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００９５】
　１…群管理装置（既設群管理装置）、２Ａ～２Ｄ…Ａ～Ｄ号機の主制御装置（主制御盤
），３…各階のホール呼びボタン、５…新設群管理装置、６…選択手段、１１～１３…イ
ンターフェース、１５…群管理制御部、１６…記憶装置、１６ａ…ＨＣＴ（ホール状態情
報テーブル）、１６ｂ…ＣＣＴ（かご状態情報テーブル）、２１Ａ～２１Ｄ…インターフ
ェース、２２Ａ～２２Ｄ…割当て呼び記憶部、２３Ａ～２３Ｄ…運行制御部、５１，５２
…インターフェース、５４…新群管理制御部、５５…記憶装置、５５ａ…ＨＣＴ、５５ｂ
…ＣＣＴ。
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